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分娩場面における新人助産師と指導助産師間の相互作用
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することを目的に、プレテストを２例行い、観察と

面接の内容が関連性を持って、対象の行為の理由が

明確に語られるように面接内容を修正した。観察、

面接及び分析は、シンボリック相互作用理論に基づ

いたリールの相互作用モデルにそって行った。分析

は、フィールドノート、逐語録を内容分析し、質的

研究経験者からスーパーバイズを受けた。

3．倫理的配慮

新人、指導者及び産婦に研究の趣旨を説明し、承

諾と同意署名を得た。同時に研究協力を拒否するこ

とと途中での辞退が可能であることを伝えた。また、

データは研究のみに使用し、個人が特定されること

がないように配慮することを約束した。

4．用語の定義

思考過程：それぞれの立場で、状況に関わる情報を

Keyｗｏｒｄ：助産師新人指導相互作用分娩

はじめに

分娩は、母児の生命が危機にさらされる時であり、

母親役割を取得する上でも重要な出来事である')。

助産師は独自の判断で主体性を持って、正常な場合

の助産を行う能力が求められる2）が、近年は助産師

教育課程の変化により、学生時代に経験する分娩介

助数が減少しており、卒後教育の充実が必要である

といわれている3)。分娩場面での新人助産師(以下：

新人)への指導方法についての先行研究は少なく、新

人の成長を促すために効果的な指導方法を探る必要

がある。

リールによれば、指導一学習とは、人と人との相互

作用から成り立ち、両者は互いの刺激を解釈したり

意味を明らかにしたりするという相互作用を持って

いる4)。そこで今回、分娩場面において、新人と指

導につく助産師（以下：指導者）との間の相互作用

を分析し、効果的な指導方法を探る一つの手がかり

にしたいと考えた。

Ｌ目的

1．分娩場面において、新人と指導者間にどのような

相互作用が生じているかを明らかにする。

2．どのような相互作用が成長に関与しているかを明

らかにする。

Ⅱ研究方法

1．研究期間及び研究対象

平成１Ｇ年５月から９月に当病棟で分娩に携わっ

た新人２名(管理者、プリセプターにより、分娩場面

において指導が必要であるとみなされた助産師)と

指導者１ｓ名。

2．相互作用の観察視点と分析方法

分娩場面及び分娩終了後の振り返り場面に、研究

者が参加観察と、分娩終了後４８時間以内に､新人、

指導者それぞれへ半構成的面接を行った。面接は許

可を得て録音し、内容は逐語録にした。研究者の観

察や面接の技能を高め、視点のバイアスを最小限に

知覚し、なすべきことについて、思いめぐらすこと

意味付け：双方の刺激に対する主観的解釈

コミュニケーション：言葉、ジェスチャー、相手の

立場にたつことを含む知覚・感情・思考の伝達

意識化：新人が直面する状況を自身の課題として見

定め、自己の視点で分析し主体的に思考する内面の

心理的作業

Ⅲ結果

1．対象の背景

対象の新人は２名、指導者は６名であった。それ

ぞれの臨床経験は新人が５ヶ月と１７ヶ月で､指導者

は２年から３３年であった｡対象の臨床経験年数によ

り、語られた内容に特別な違いは見られなかった。

2．新人、指導者間の相互作用

1)分娩場面において､新人､指導者間の相互作用は、

『新人が学びを実感する相互作用』と『新人が学び

を実感しにくい相互作用』に大別された。カテゴリ

ーは上位から「」＜＞で、要素は【】で示した。

対象の語った言葉は“，,で示した。

（１）「新人が学びを実感する相互作用」

これは、指導者との関わりの中で、新人の意識化
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（２）＜刺激の意味付けと修正の可否＞

これは、指導者の働きかけに対して新人がどのよ

うに意味付けしたか、また意味付けにずれがあった

場合に指導者が修正できていたかを説明するカテゴ

リーである。指導者が【意味付けを確認してずれを

修正】したり、新人が【自らの問題として観察し、

指導者に潜在する刺激を感知して、意味付け】した

りといった、修正されて有効に意味付けされる相互

作用は新人が学びを実感していた。逆に、【意味付け

のずれが修正されない】、【新人が意味付けできない】

といった、修正されず有効に意味付けされない相互

作用は新人が学びを実感しにくいまま過ぎていた。

（３）＜コミュニケーションの質＞

これは、刺激がどのような方法で伝達されるかを

説明するカテゴリーである。指導者が【相手の思い

を推し図り】､【経験を伝える言葉】で【手を添えて】、

【身をもってイメージを導く】といった双方向的コ

ミュニケーションは新人が学びを実感していた。一

方、【抽象的でイメージがつかない言葉】や【たたみ

かける言葉】といった一方的コミュニケーションは

新人が学びを実感しにくいまま過ぎていた。

につながった相互作用である。

指導者は‘声かけをもう少しなんとかしてもらいたいなと思

って、何)ｳ泌要だった？巻き込まれないためには？ﾉ吉かけは

できた？と、質間しながら振り返った｡”と思考を待って、思

考に沿って指導した。新人は‘逢うところに目をむけてた部

分があったけど今回やっぱり声かけだと気が行いた。次は

声かけるごとﾉが課題ら”と語っていた。扮娩終ビア後の振り返

り楊励

（２）新人が学びを実感しにくい相互作用

｜これは、指導者との関わりの中で、新人の意識化

につながらなかった相互作用である。

指導者は‘以前先輩に先に内診してもらって、その後自分が

'7診しながら横から具/湖j7に助言されたのがわかりやすかっ

たので、自分もぞうしようと思った,,と、栢手の,思いを推し

図っている。しかし、‘1mﾀｶl:【がはってるのわかる？でも張りが

さっきより弱いからパンパンには戯れないはずｂノ蘭うぐはどう

だろう。７℃ｍくらい開いてるよ○左'５(が)厚く残ってる。子宮

口はやや前方くらい。鬼頭下降度は？恥骨結合がしっかりさ

われるね.”と、新人の思考を待たず、たたふかける言葉で指

導したために、新人は‘あんまり覚えてない。開うぐくらいし

かわからなかった｡”と語っていた。（ﾉﾝ7診場勘

2）相互作用を左右するものには、＜思考過程への働

きかけ＞、＜刺激の意味付けと修正の可否＞、＜コ

ミュニケーションの質＞の３カテゴリーが抽出され

た。これらのカテゴリーは複合的に存在して、相互

に関与しながら作用していた。以下、各カテゴリー

について、要素を説明しながら記述し、表１におい

て具体例を示した。

（１）＜思考過程への働きかけ＞

これは、指導者が新人の思考過程をどのように解

釈し、どのように働きかけていたかを説明するカテ

ゴリーである。指導者が新人の【思考を待って】い

たり、【思考過程に沿って】声かけしたり、指導した

い【焦点を引き寄せる】､といった、新人の思考を主

体において歩み寄った相互作用では、新人の気づき

を促し、新人は学びを実感していた。逆に、新人の

【思考を待たず】､【思考過程を一方的に解釈】し､【思

考過程に無関心】の場合は、指導したい【焦点のず

れが修正されず】、新人にとって学びを実感しにくい

相互作用が生じていた。

以上のことから新人と指導者間の相互作用の全体

は、図ｌに示すように、新人が意識化できる指導者

の関わりが学びの実感を左右していた。

新人の学びの実感

図１新人と指導者間の相互作用
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表１新人と指導者間のﾄﾛ互YiFﾘ弔のカテゴリーと要素のFi尿

った場合は、新人の学びが実感されにくいことも明

らかにされた。つまり、Ｓカテゴリーは複雑に絡み

合い、ダイナミックに両者に作用していたといえる。

また、両者問の相互作用は、必ずしも二者間だけで

作用しあうのではなく、その周囲の状況や他者の存

在も含めて影響を受けやすいと推測される。以上の

ことを踏まえて、新人への効果的な指導のあり方を

考察する。リールは、他人は必ずしも自分が意図す

る意味をうけとめるとは限らない9）と述べている。

本研究においても、刺激の意味付けのずれが修正さ

れない場面では新人の学びが実感されにくいことが

明らかになった。したがって､新人の指導にあたり、

必ずしも両者の意味付けや解釈が一致するとは限ら

ないことを認識する必要がある。また、その意味付

けにずれが生じている可能性を考えながら確認し、

相手の思考過程に歩み寄ったり、待ちの姿勢で指導

Ⅳ、考察

専門職業人の成長には、それに関わる指導者との

相互作用が基盤になることはいくつかの報告から指

摘されてきた5）６）７)。今回、分娩場面における新人

と指導者間の相互作用は、新人が学びを実感できる

ものとそうでないものに大別されたが、思考過程へ

の働きかけ、刺激の意味付けと修正の可否、そして

コミュニケーションの質のＳカテゴリーが、新人の

学びの実感を左右していた。リールは相手の立場に

たつことで相互作用がうまく成り立つことを解説し

ている8）が、本研究でも新人の思考過程を主体にし

て指導者が歩み寄って助言していた場面では新人の

学びが実感されやすいことがわかった。逆に、新人

の思いを推し図っても、新人の思考を一方的に解釈

していたり、指導の焦点がずれたまま修正されなか
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】fご材料を言って､その_上で自分が気づいてないところを言ってくれ
たのり()§よかった１１鶉者が見るとこんなにも違うんだって思っ
た',と指尊の【焦点６号|き寄せらlTた】。（ベッドサイドでCD観
察場面）

J百専右IまＰｙ霧を

先にする?後にする
とつやつｑ百尋したらわりｂ､りやすいかなと考えガゲｔＭ

?と關応そして；ｒｔＭ鵜こしたいというの｢ご厳
ｶｷﾞ診察したf塁新Ｍ濟診している時lこタイムリ刊二jlE噂したほうがＩつり６，ID
や鍼､ってことだろう｡”と偲考過I菫を-茄〈に解釈Uして、偲考，f未
たず】に内診している新人の|黄６､ら具#柏《ｿに助言しブョ新人は`モオlまでU［
経過}よ指導者ｶﾔﾖ診してきてＷこから】;ﾑﾉｺ後lこしました，内診所見kj先Ｉこ
聞くとなるほどで終わってしまうから自分でしっかり考えらｉ/'たらよかっ
た｡''と語ってＷtろ（ﾌﾞﾖ診場西、

指導渚は`新人p､ﾘ吉かけをみて不十分だなと思って私６;声かけしたそｵイ
をみて§;倉ﾊﾉでくれたらいいtら

90

と考えてＷとカミ新人は`自分が主]こなっ

て言おうと思うけどそり､前にまわりが言うから自分が主導ｊｔＩこなｵ'１な'､
後「て声i61ﾅがtRいって言ｵっ､るけごいつも困る。

,，

と感じていた｡指騨
はU思渚il錨こりW関団で礁点のす1)'1が修汪さｵlZj】終わった（分娩介
１１tﾒ場誼、

iWil1二i薑ｉｉ
の可否

j'零者は゛初86｢ての分娩誘発,､介f塀ご新人jb西らなL､ように前日
に必要物品を書ﾊﾘｂ(モをｉ度すことでく
りだった”と語ったしかじ9Ｗよ
庵”と語り、【意味f寸けできていなう
`ちゃんと準備してある力罰こなつわ

準Ⅲ静､必要ｒｉを伝えたつも

`準傭よすつかり忘！'、
、-つた】。ここで指導者力

、

●

、

ら朝早くきて68Mご準備で
きていないのを見「こ準備しないとだめだよと伝えた”と【意味
一つⅢ党i罐認してずi/lをi鉦］した｡新人は`やっぱり準備しておけ
ばよかっだ,と語っていた㈹頬誘発うり前huj首iの/Ｈｊｔｊ湯疽）
指尊者は盲図していＩtiﾌｳ､っ効く新人は`学生DDB寺には自分がや
るというより、た】だ】王一つとみてる感じだったlﾅご今}｡指尊者の
分娩介助をみる冠ﾌﾞで(頭の出し方
いタイミングで行っていることがｵっﾜウ

0/誼肩i;i壮Ｗｌｉｊも自分より早
､ったb肩を出す時0胄年駒ｉｉ出

ﾌﾟi助}翁も自分の体にi丘づ1ﾌﾞて(本全体使ってやるんだとｵっﾜｳ､っ
危''と【自ら0硯f題とじて観察しＪ１簿者に潜在するjiI激を感iH］
して意味付け】てＷ己（分娩/i助の観察1場誼、

指尊者は`ウォローするし報告してね｡と、自渤指導者であること姉
えた｡'，しかし新人は`報告してと言ｵっi/】たことは覚えてＷ５ｄ,Ｌ”と、
【意味f寸けのすyljb轤征さｵ/lなかった】。その後指導者は`準Ｉ篇ff3Ub｢て
ね｡”と指導したｶﾐ新人は`はいっていいitpbSらそのままにしてif己，，と
指導pを【意味付lﾅできず】１ｺ終わった（分娩笛lE観察場固り

コミュニ

ケーショ

の質

ン

と、l目月三の居&､を
，，

じt封IizDはす；
同秘ま鯛

た方i6sうまくいったというのを伝えた
つ

やし
つ

」
」

、

１り

で`Ｉ分娩１，こタオルを児にみたて

認ると

【手，を添えて川助をしてZKたり、‘白分が産婦Blfをし
しっかり刷出

６６

【身をもってイメージを導八た】･新人は

細川芯芯

と
,,

してできた案ｸ}ｵﾌﾜｳﾐってなかったということがわり６，つ曲
語った（分娩/Hnのシュミレーション場面、

新人は`i寺てばいいよと言ｵっ､たカミどう待てばいＷ､ﾜｳ､ｵっﾜｳ､らすくた】だ
何iLjせずに立ってただ'九”とＥ１螺i勺でイメージがつかない言葉ヨで終
わった（死壷の分娩介助腸疽、



積み重ねのプロセスー，日本助産学会誌，１０(1)，

36-45,1996.

2)平澤美恵子：曰本の助産教育の現状と指向すべき

方向，助産雑誌，５７(1)，9-20,2003.

3)曰隈ふみ子：教育現場からの現状報告，ペリネイ

タルケア，２０(3)，26-29,2001.

4)5)ＪＰリールカリスタ・ロイ編：看護モデルそ

の解説と応用，兼松百合子小島操子監修，曰本看

護協会出版会，55-68,471-475,1985.

6)渡邊美千代：学生と指導者との間の相互作用に関

する研究一実在的-現象学的作用の視点から－，曰本

看護学教育学会誌，１０(3)，1-9,2000.

7)ベナー：ベナー看護論達人ナースの卓越性とパ

ワー，井部俊子訳，医学書院，11-27,1992.

8)9)前掲載４）

10）前掲載１）

11)谷津裕子：分娩介助場面における助産師学生の熟

練助産師からの学び,曰本助産学会誌,１６(2),46-55,

の焦点を引き寄せていく指導者の働きかけが効果的

な指導につながると考える。

｜新人と同様に､助産学生への指導に関する報告'0）

１１）には今回の結果と類似している思考過程や学び

の特徴がみられる。しかし新人は、学生時代の傍観

者的立場に比べて、実践者として自らの課題に取り

組む自覚とモチベーションが高いことから、指導者

との関係において、よりダイナミックに相互作用を

展開し、成長していくと考えられる。こうした両者

の相互作用の全体像から、分娩場面における新人助

産師の指導に際しては、新人が意識化できる関わり

を持つことが、効果的な指導につながるといえる。

独自の判断で主体的に助産を行う助産師は、的確な

判断能力が求められる。判断能力は、現象を自らの

視点で分析し、思考することから備わっていくもの

であり、新人助産師の指導において、意識化を導く

ことは判断能力の向上につながるものであるといえ

る。ダイナミックに変化する分娩場面において、新

人の思考過程に関心を寄せ、意味付けのずれが生じ

ることを認識して、新人が意識化できる関わりをし

ていくことが重要であると示唆された。

Ｖ，結論

1．新人と指導者間の相互作用は『新人が学びを実感

する相互作用」と『新人が学びを実感しにくい相互

作用』に大別された。

2.相互作用を左右するカテゴリーとしてく思考過程

|への働きかけ＞、＜刺激の意味付けと修正の可否＞、

＜コミュニケーションの質＞が抽出され、それらは

複合的に存在していた。

3．新人の成長を促すために、新人が意識化できる指

導者の関わりが効果的であることが示唆された。

Ⅵ本研究の限界

今回の研究では、－施設の少数の助産師が対象で

あり、新人、指導者間の相互作用をすべて説明でき

たとは言い難い。また、研究者が新人にとっては先

輩であるため、思いをすべて表出できなかったこと

も考えられ、今後の課題である。
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